
と
も
に
、
畑
地
か
ん
が
い
施
設
を
整
備
。
そ
の
結
果
、
大
型
機

械
の
導
入
や
定
植
作
業
の
機
械
化
が
実
現
し
、
散
水
時
間
の
大

幅
な
短
縮
や
計
画
的
な
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
散
水
も
可
能
と
な
り

ま
し
た
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
作
付
面
積
は
２・
８
倍

農
業
所
得
が
１
０
０
０
万
円
以
上
の
農
家
も

営
農
環
境
が
改
善
し
た
こ
と
に
よ
り
、
山
田
原
第
２
地
区
で

は
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
主
体
と
し
た
営
農
体
系
へ
の
転
換
を
推
進

し
、
収
益
の
拡
大
を
図
っ
て
い
ま
す
。

事
業
実
施
前
の
本
地
区
で
は
、
栽
培
に
労
力
が
か
か
る
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
を
生
産
す
る
の
は
一
部
の
農
家
の
み
で
し
た
。
し

か
し
、
地
域
農
業
の
衰
退
を
食
い
止
め
る
に
は
、
高
収
益
作
物

で
あ
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
一
大
産
地
を
目
指
す
べ
き
だ
と
判

断
。
土
地
改
良
区
と
県
、
市
、
Ｊ
Ａ
な
ど
関
係
機
関
が
一
体
と

な
り
、
作
付
け
の
拡
大
や
ブ
ラ
ン
ド
化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
に
は
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
増
産
を
見
込
ん
で
新

た
な
総
合
出
荷
場
を
整
備
。
真
空
予
冷
装
置
や
製
氷
機
、
自
動

選
別
機
な
ど
を
導
入
し
、
ほ
場
か
ら
収
穫
物
を
運
搬
す
る
際
の

コ
ス
ト
や
出
荷
調
整
の
時
間
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

畑
地
か
ん
が
い
施
設
の
整
備
や
省
力
化
が
進
ん
だ
こ
と
で
、

年
２
回
や
３
回
の
作
付
け
を
行
う
生
産
者
が
増
加
し
、
山
田
原

区
画
整
理
と
か
ん
が
い
施
設
の
整
備
で

機
械
化
や
計
画
的
な
営
農
が
実
現

山
田
原
第
２
地
区
が
あ
る
雲
仙
市
吾
妻
町
は
、
島
原
半
島
の

北
西
部
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
雲
仙
市
の
農
業
産
出
額
は
長
崎

県
全
体
の
15
％
を
占
め
、
県
内
随
一
の
農
業
地
帯
と
し
て
発
展

し
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
で
は
、
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
に
よ
り
、
農

家
数
の
減
少
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
そ
こ
で
雲
仙
市
は
、
農
業
経
営
の
効
率
化
と
安
定
化
を
目

指
し
、
吾
妻
町
を
中
心
と
し
た
約
３
０
０
ha
の
畑
地
を
４
団
地

に
分
割
す
る
事
業
計
画
を
策
定
。
平
成
９
年
度
か
ら
隣
接
す
る

山
田
原
地
区
で
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
を
実
施
し
、
続
い
て
平

成
24
年
度
か
ら
山
田
原
第
２
地
区
で
同
事
業
に
着
手
し
ま
し

た
。
本
事
業
は
令
和
３
年
度
に
完
了
し
て
い
ま
す
。

事
業
実
施
前
の
山
田
原
第
２
地
区
は
、
農
地
が
狭
小
不
整
形

で
排
水
路
も
未
整
備
な
上
、
畑
面
が
急
勾
配
で
降
雨
に
よ
る
表

土
流
出
に
悩
ま
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
畑
地
か
ん
が
い
施
設

も
未
整
備
だ
っ
た
た
め
、
作
付
け
や
出
荷
の
時
期
が
天
候
に
左

右
さ
れ
、
年
間
を
通
し
て
計
画
的
な
営
農
が
困
難
で
し
た
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
区
画
整
理
に
よ
っ
て
区

画
拡
大
と
畑
面
勾
配
を
緩
や
か
に
し
て
土
壌
の
流
出
を
防
ぐ
と

山田原第2地区整備後のほ場状況

長崎県
山田原
第2地区

基
盤
整
備
を
機
に
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
中
心
の
営
農
体
系
へ
転
換

高
収
益
作
物
の
作
付
け
拡
大
で
農
業
所
得
が
大
き
く
向
上

長
崎
県

山や
ま
だ
ば
ら

田
原
第だ

い
に２
地
区

山
田
原
第
２
土
地
改
良
区

令和５年度
農業農村整備優良地区コンクール

農業振興部門
農林水産大臣賞

位　置　図
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年
以
降
の
８
年
間
で
30
名
近
く
増
加
し
ま
し
た
。
土
地
改
良
区

で
は
地
元
の
小
学
３
年
生
を
対
象
に
農
業
体
験
を
実
施
す
る
な

ど
、
将
来
の
担
い
手
育
成
を
見
据
え
た
活
動
に
も
力
を
入
れ
て

い
ま
す
。

今
後
は
営
農
の
さ
ら
な
る
合
理
化
を
進
め
、
儲
か
る
農
業
を

一
層
推
進
し
、
次
世
代
へ
明
る
い
未
来
と
活
力
あ
る
地
域
農
業

を
継
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

第
２
地
区
の
令
和
４
年
度
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
作
付
面
積
は
、

事
業
開
始
当
初
と
比
較
し
て
２
・
８
倍
の
76
ha
ま
で
拡
大
し
ま

し
た
。
ま
た
雲
仙
市
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
生
産
者
で
構
成
さ
れ
、

本
地
区
の
土
地
改
良
区
組
合
員
34
名
が
加
入
す
る
「
雲
仙
ブ

ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
」
の
部
会
員
１
戸
あ
た
り
の
作
付
面
積
は
、

平
成
９
年
の
１
・
２
ha
か
ら
令
和
４
年
に
は
３
・７
ha
と
約
３
倍

に
増
加
。
作
付
面
積
が
10
ha
を
超
え
る
部
会
員
は
６
名
に
上
り

ま
す
。

部
会
の
販
売
高
も
右
肩
上
が
り
で
推
移
し
、
令
和
４
年
度
に

は
平
成
24
年
度
と
比
べ
て
２
・
４
倍
の
10
億
円
超
え
を
達
成
。

同
じ
く
出
荷
量
は
２
・
２
倍
の
２
６
０
０
ｔ
に
増
加
し
ま
し
た
。

家
族
経
営
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
専
業
農
家
が
１
０
０
０
万
円
以
上

の
農
業
所
得
を
確
保
す
る
事
例
も
出
て
き
て
お
り
、
整
備
事
業

の
効
果
に
よ
る
収
益
力
向
上
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
に
は
、
雲
仙
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
部
会
が
農
林
水
産

祭
の
園
芸
部
門
で
天
皇
杯
を
受
賞
。
こ
う
し
た
実
績
も
後
押
し

と
な
り
、
山
田
原
第
２
地
区
は
ブ
ラ
ン
ド
野
菜
「
雲
仙
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
」の
一
大
産
地
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

「
儲
か
る
農
業
」
に
惹
か
れ
て

若
い
新
規
就
農
者
や
後
継
者
が
増
加

年
間
を
通
じ
た
出
荷
体
制
が
構
築
さ
れ
、
儲
か
る
農
業
を
実

現
し
た
山
田
原
第
２
地
区
の
事
業
効
果
は
、
後
継
者
の
育
成
・

確
保
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。
本
地
区
で
は
、
事
業
開
始
後
の

平
成
28
年
か
ら
令
和
３
年
の
間
に
８
名
が
新
規
就
農
し
て
い
ま

す
。
そ
の
う
ち
５
名
は
祖
父
か
ら
孫
へ
継
承
す
る「
孫
タ
ー
ン
」

の
形
で
就
農
し
て
お
り
、
本
地
区
が
「
魅
力
あ
る
就
農
の
場
」

と
し
て
若
い
世
代
を
惹
き
つ
け
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

若
い
就
農
者
や
後
継
者
の
増
加
に
伴
い
、
地
域
の
子
ど
も
の

数
も
増
え
、
本
地
区
に
隣
接
す
る
小
学
校
の
児
童
数
は
平
成
28

事業概要

事 業 主 体 長崎県

事 業 名 県営水利施設等保全高度化事業
（畑地帯総合整備事業）

工 期 平成24年度〜令和３年度

受 益 面 積 畑地 55.4ha

受 益 戸 数 191戸（令和５年４月１日現在）

標準区画規模 事業実施前  7.5a → 完了後  30a

1ha以上の区画合計面積 −

主 要 工 事 区画整理、畑地かんがい

関係土地改良区 山田原第２土地改良区

関 係 市 町 村 雲仙市

◀小学生への
　農業体験活動

▼▶大型機械の導入

▲▶若手就農者の皆さん

低温流通施設での氷詰めによる
ブロッコリーの出荷状況

農業農村整備優良地区コンクール報告書5




